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行った｡ 結果､ 対象者491名であった (有効回答率84.5％)｡ 壮年期にある人の予防行動の平均値は＜一次予防＞の中の
[健診] [食事] [禁煙] が高かった｡ 必要因子については､ 【スキル】が＜一次予防＞＜二次予防＞＜三次予防＞全て
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る｡ 個人属性とは､ 年齢､ 性別､ 生活習慣病の
罹患の有無を指すものであり､ 職場環境とは､
労働時間､ 職種､ 勤務体制､ 作業内容､ 衛生管
理､ 仲間の存在を指すものとする｡
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は い 84 (17.5％)
い い え 396 (82.5％)
勤務体制
日 勤 402 (83.2％)
日勤以外 81 (16.8％)
表１ 対象者の概要












































れていたのは､ [健診] であり､ 平均値は3.64
であった｡ ２番目に実施されていたのは [食事]
であり､ 平均値は3.18であった｡ ３番目に実施









































間食､ 夜食を控えている 2.74 0.835
動物性脂肪を含んだ食品を控えて
いる 2.45 0.755
運動 規則的に自分なりの運動をしている 2.29 0.931 2.29 58.2
睡眠 十分な睡眠をとっている 2.68 0.829 2.67 66.9
禁煙 たばこを吸わない､ または､ なるべく吸わないようにしている 3.06 1.305 3.06 76.5
節酒 酒類は飲まない､ または､ なるべく飲まないようにしている 2.50 1.170 2.50 62.4





















































































































































は､ [食事]､ [禁煙] がより実施されていた｡
[食事] は､ 日常生活の中で欠かすことのでき







とが難しいと考えられる｡ [運動] や [がん検
診] は､ 日頃の生活に加えて行わなければなら
ず､ さらに [がん検診] は､ 費用がかかること
から受診につながりにくかったのではないかと
考える｡ すなわち､ 壮年期にある働く人が予防
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